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1. 問題意識の所在 
 人々の暮らしを支えたり、気候変動の脅威を緩
和する上で森林は重要な役割を果たす。森林の多
様な機能を報告する国は増加の一途をたどってお
り、森林保全に対する関心は 20世紀以降高まり続
けている。森林資源賦存量変化を取り扱う理論は
20世紀以降著しい発展を遂げてきた。いくつかの
理論体系は多くの森林変化を十分に説明しうる。
しかし、現実の事象を説明する上で既存の理論で
は十分と言えない部分も存在している。森林資源
賦存量変化に関する既存の理論はその殆どが私有
林及び国有林を対象に、利用者の行動を説明した
ものである。一方、共有林と私有林・国有林の間
には利用者の利得構造に大きな差異が存在し、私
有林・国有林を想定した理論を共有林に当てはめ
ることは適切だと言い難い。 
 共有林の独特な利得構造は研究者注目を集め、
「コモンズ論」と呼ばれる規範の維持に着目した
研究が発達を遂げた。「コモンズ論」は共有資源特
有の利得構造を分析し、資源利用者の行動を説明
する上で有用な知見を提供している。しかし、規
範の維持に焦点を置いた「コモンズ論」研究の多
くは森林資源賦存量の変化そのものを説明するも
のではない。 
即ち、現在共有林において森林資源の変化を説
明しうる理論は殆ど存在しないといえる。本研究
ではこうした問題意識を背景に、既存の森林資源
変化に関する理論とコモンズ論を統合した、共有
林における資源賦存量変化を説明しうる理論の構
築を試みる。 
2. 研究の方法 
 本研究では、ゲーム理論モデルによる概念化を
通じて共有林の資源賦存量変化メカニズムを明ら
かにした。その上で共有林の資源賦存量変化に影
響する要素の検討を行った。 
 森林資源変化を取り扱った既存の理論と、「コモ
ンズ論」に包含される多くの研究は、共に新制度
学派の考え方を用いている。森林資源の変化の既
存理論では、「合理的個人」を想定し、森林資源賦
存量の変化は森林所有者の利潤最大化行動の結果
として説明される。森林所有者は、森林伐採の利
潤と森林維持の利潤を比較し、より多くの利潤が
得られる戦略を取る。森林が維持される状況は、
森林所有者にとって、①伐採の利潤が低い場合②
森林維持からの利潤を重視する場合（≒環境意識
が高い場合）の二つである。 
 一方、コモンズ論の研究は共有林の利得構造に
着目し、「どのような状況下で合理的個人は規範を
維持するのか」という問いに対し理論面からの回
答を試みている。研究の蓄積により、規範維持の
要諦は「罰」と「無限繰り返しゲーム」にある事
が明らかになった、 
 本研究ではコモンズ論の代表的なモデルである
Common Pool Resources Game に、森林面積の変
化に重要だとされている要素を導入した。その上
で進化ゲームモデルを用いて森林利用者の行動を
分析し、共有林における森林資源賦存量変化の説
明を試みた。 
3. 本研究で明らかにしたこと 
 本研究では、まず森林資源賦存量を一定とした、
モデルを用いて規範が維持される条件を分析した。
本モデルの重要な示唆は、環境の連続的な変化に
よって規範は崩れうることである。私有林・国有
林と共有林は、多くの要素から資源維持に関し同
様の影響を受ける一方で、異なる影響を与える要
素の存在も明らかになった。また、罰を与えるの
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コストが規範維持に影響しないことも制度設計上
で注目すべき結果である。 
次に上述のモデルに森林資源賦存量の変化を導
入し、資源が維持される条件を考察した。解析の
結果、森林が維持される条件は①規範の存続②資
源賦存量が一定の範囲で推移③人口が一定以下に
保持の三点である。資源賦存量の減少は資源回復
量の減少をもたらすため、資源賦存量が一定値以
下になると規範が守られても回復量が伐採量に追
いつかず、資源は枯渇に向かう。一方で資源賦存
量の増加は伐採効率の上昇を媒体に非協力行動を
促進する。 
 続いて上述のモデルに環境意識を変数として導
入し、共有林が維持される条件を導出した。結果、
私有林・国有林と異なり、共有林では環境意識の
多寡が資源の維持に影響しないことが明らかにな
った。利用者が伐採と環境の両方から利潤を得る
時、伐採利潤だけでなく環境からの利潤において
もフリーライドの誘因が発生する。この「二重の
フリーライド構造」が、環境意識の高まりが森林
資源の維持に対し有効に作用することを妨る。 
 資源の維持に影響しない一方、環境からの利潤
を重視する場合、規範が崩壊する際の規範崩壊速
度は遅くなる。これは環境を重視する利用者は森
林伐採の利潤が生活に占める割合が低く、急いで
戦略を変更する誘因が少ないためであると考えら
れる。 
 環境を重視する利用者が規範維持の努力を行う
場合、環境意識の高まりは森林資源の維持を促進
する。この時、環境からの利潤にも罰の効果が適
応され、「二重のフリーライド」が防がれる。また、
この結果は環境意識が高い一部のプレイヤーの働
きかけによって、規範が崩壊する状況下でも資源
が維持されるうることを示している。 
 以上の通り、森林資源変化に関する既存の議論
とコモンズ論を組み合わせたモデルを用いて検討
した結果、共有林の資源維持条件に関する本研究
の結果は以下の通りである。まず、共有林の資源
維持条件は①規範の存続②資源賦存量が一定の範
囲で推移③人口が一定以下に保持の三つである。
その上で、この 3 条件を満たす要素はいくつかの
部分において私有林・国有林の保持条件と異なる。
また、私有林では環境意識上昇が森林維持を促進
する重要な要素である一方、共有林では「二重の
フリーライド」構造の存在により環境意識上昇自
体は効果を持たず、環境保護の努力を行った際に
初めて資源の維持が促進される。 
4. 含意 
 従来の研究では、共有林において森林資源が保
持される条件について十分検討されてこなかった。
本研究は「コモンズ論」と私有林を対象とした理
論の統合を図り、共有林の維持について新たな理
論的枠組みを提供したものと言える。 
 本研究で提示した Common Pool Resources 
Game と既存の森林賦存量変化に関する理論を組
み合わせたモデルは、これまでばらばらに議論さ
れてきた規範維持と森林の利用利潤の統合に役立
つばかりではなく、共有林の利用制度を設計する
政府当局者に対しても、政策的な示唆を与えるこ
とができる。さらに、本研究が提示したモデルを
拡張することで、これまで困難であった実証事例
を用いた既存理論の検証が進展することも期待さ
れる。 
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